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需
要
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
に
も

　

産
業
競
争
力
会
議
の「
改
革
二
〇
二
〇
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」（
第
一
回
：
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
八
日
開

催
）に
お
い
て
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
等
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、国
際
的
に
日
本
へ
の

注
目
が
高
ま
る
二
〇
二
〇
年
を
成
長
戦
略（「
日
本
再
興

戦
略
」）で
掲
げ
た
諸
改
革
を
進
め
る
レ
バ
レ
ッ
ジ（
梃

子
）と
し
て
活
用
し
、改
革
を
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
ト（
加
速
）

さ
せ
る
」こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

産
業
競
争
力
会
議
実
行
実
現
点
検
会
合（
第
二
〇
回
：

二
〇
一
五
年
五
月
一
二
日
開
催
）で
の「
農
林
水
産
業
の

成
長
産
業
化
に
向
け
て
」で
は
、「
平
成
三
二
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
等
を
活
用
し
、

日
本
酒
も
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
さ
せ
な
が
ら
、日
本
食
の
海

外
展
開
を
積
極
的
に
推
進
す
る
」こ
と
と
さ
れ
た
。そ
の

際
に
農
林
水
産
省
作
成
資
料
で
は
、農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
促
進
や
東
京
五
輪
を
契
機
と
し
た
戦
略
的
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
推
進
に
お
い
て
、「
和
食
」の
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
登
録
を「
ホ
ッ
プ
」、食
を
テ
ー
マ
に
し
た

ミ
ラ
ノ
万
博
で
の
日
本
館
の
成
功
を「
ス
テ
ッ
プ
」、そ

し
て
来
た
る
東
京
五
輪
を「
ジ
ャ
ン
プ
」と
し
て
、日
本

食
・
食
文
化
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
、切
れ

目
の
な
い
取
り
組
み
に
よ
っ
て
日
本
の
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
、そ
し
て
本
物
を

本
場
で
食
べ
て
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
生
み
だ
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
大
と
い
う
好
循
環
に
つ
な
げ
る
と

い
う
道
筋
を
示
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
食
と
農
は
、こ
こ
の
と
こ
ろ
急
速
に
海
外

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
結
び
付
き
を
強
め
て
い
る
。

　

第
一
の
動
き
は
、農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
の
拡

大
で
あ
る
。長
ら
く
年
間
四
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
億
円

だ
っ
た
輸
出
額
が
、一
四
年
に
六
一
一
七
億
円
に
、一
五

年
に
は
七
四
五
一
億
円
を
記
録
し
た
。成
長
戦
略
を
定

め
た「
日
本
再
興
戦
略
」で
は
、二
〇
年
に
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
額
を
一
兆
円
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
た
が
、す
で
に
前
倒
し
で
達
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

　

第
二
の
動
き
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
と
彼
ら
の

消
費
の
拡
大
で
あ
る
。訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
、急
に

伸
び
始
め
、一
四
年
に
一
三
四
一
万
人
、一
五
年
に
は
一

九
七
四
万
人
と
な
っ
た
。

　

同
じ
く「
日
本
再
興
戦
略
」で
は
、訪
日
外
国
人
旅
行

者
数
を「
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
、二
〇
〇
〇
万
人
を
目

指
す
と
と
も
に
、二
〇
三
〇
年
に
は
三
〇
〇
〇
万
人
を

超
え
る
こ
と
を
目
指
す
」と
さ
れ
た
が
、二
〇
年
の
目
標

達
成
は
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

　

そ
の
外
国
人
観
光
客
の
消
費
は
旺
盛
で
、観
光
庁
に

　

特
集　

農
業
の
発
進
！ 

東
京
五
輪
へ　

安
倍
政
権
の
推
進
す
る
農
政
改
革
に
よ
る
と
、農
業
は
一
〇
兆
円
規
模
の
成
長
産
業
を

目
指
し
て
い
る
。そ
の
実
現
に
は
、海
外
で
の
和
食
ブ
ー
ム
や
安
心
安
全
の
日
本
食
人
気

な
ど
、日
本
食
品
へ
の
信
頼
を
て
こ
に
し
た
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
果
敢
な
展
開
に
あ

る
。東
京
五
輪
も
ま
た
、日
本
農
業
の
好
機
で
あ
り
、一
〇
兆
円
農
業
へ
の
可
能
性
を
探
る
。

日
本
農
業
と
和
食
を
海
外
市
場
に
結
び
付
け
る
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特集　農業の発進！ 東京五輪へ

　

そ
の
内
容
は
、「
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
参
画
し
、

多
く
の
分
野
で
東
京
二
〇
二
〇
大
会
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、広
が
り
の
あ

る
大
会
に
す
る
」「
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、文
化
・
教

育
、経
済
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
様
々
な
分
野
と
連
携
を

と
る
」「
東
京
だ
け
で
な
く
、オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
、そ
し
て

ア
ジ
ア
・
世
界
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
て
い
き

た
い
」と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
今
年
一
月
に「
東
京
二
〇
二
〇
ア
ク
シ
ョ
ン

＆
レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
二
〇
一
六
中
間
報
告
」が
組
織
委

員
会
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
。こ
れ
は「
開
催
基
本
計
画
」

で
示
さ
れ
た
事
項
を
包
括
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、今

年
中
に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ン
の
途
中

経
過
報
告
で
あ
る
。

　

同
文
書
中
の「
ア
ク
シ
ョ
ン
」で
は「
二
〇
一
六
年
秋

か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
日
本
全
国
で
ど
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
・
取
組
を
行
い
、み
ん
な
の
参
画
を
促
し
て
い

く
の
か
」、「
レ
ガ
シ
ー
」で
は
東
京
五
輪
を
き
っ
か
け
に

「
そ
の
後
の
東
京
・
日
本
そ
し
て
世
界
に
何
を
残
し
て
い

く
の
か
」を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。た
だ
し
現
段
階
の
内

容
で
は
、農
林
水
産
物
や
食
品
に
関
連
す
る
記
述
は
限

ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
一
月
に
公
表
さ
れ
た「
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会 

持
続
可
能
性
に

配
慮
し
た
運
営
計
画 

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」（
以
下
、運
営

計
画
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）に
よ
る
と
、そ
こ
で
の
キ
ー
コ

ン
セ
プ
ト
は
、タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に「
持
続
可
能

性
」で
あ
る
。

　

歴
史
的
な
経
緯
を
見
て
み
た
い
。一
九
九
四
年
に
国

際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）は
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
精
神
に
お
い
て
、そ
れ
ま
で
の「
ス
ポ
ー
ツ
」「
文
化
」

よ
る「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
」に
よ
れ
ば
、一
二

年
に
一
兆
八
四
六
億
円
で
あ
っ
た
の
が
、一
五
年
に
三

兆
四
七
七
一
億
円
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
「
日
本
再
興
戦
略
」に
は
、「
二
〇
〇
〇
万
人
が
訪
れ
る

年
に
、外
国
人
観
光
客
に
よ
る
旅
行
消
費
額
四
兆
円
を

目
指
す
」と
あ
る
が
、そ
れ
も
大
い
に
期
待
で
き
る
だ
ろ

う
。こ
の
消
費
総
額
の
拡
大
と
と
も
に
、そ
の
中
に
占
め

る
飲
食
費
も
着
実
に
伸
び
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ

ン
」（
二
〇
一
三
年
一
二
月
決
定
、一
四
年
六
月
改
訂
）で

進
め
ら
れ
た
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
戦
略
の
一
つ

「
需
要
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
」が
、円
安
の
強
い
追
い
風

を
受
け
な
が
ら
、成
果
を
現
し
た
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ

う
。こ
の
動
き
を
腰
折
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、今
後
も
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。そ
の
対
策
に

お
い
て
、東
京
五
輪
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
持
続
可
能
性

　

本
年
、ブ
ラ
ジ
ル
で
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
開

催
前
後
か
ら
、東
京
五
輪
の
準
備
が
本
格
的
に
始
ま
る
。

　

公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会（
以
下
、組
織
委
員
会
）

は
、二
〇
一
五
年
二
月
に
公
表
し
た「
東
京
二
〇
二
〇
大

会
開
催
基
本
計
画
」（
以
下
、開
催
基
本
計
画
）に
お
い
て

「
東
京
二
〇
二
〇
大
会
ビ
ジ
ョ
ン
」を
示
し
た
。そ
れ
は
、

「
す
べ
て
の
人
が
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し（
全
員
が
自
己

ベ
ス
ト
）」「
一
人
ひ
と
り
が
互
い
を
認
め
合
い（
多
様
性

と
調
和
）」「
そ
し
て
、 

未
来
に
つ
な
げ
よ
う（
未
来
へ
の

継
承
）」を
三
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
、史
上
最

も
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
で
世
界
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
改
革
を

も
た
ら
す
大
会
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

に「
環
境
」を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。さ
ら
に
二
〇
一

二
年
に
開
催
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
、「O

ne 
Planet Living

（
地
球
一
個
分
の
暮
ら
し
）」を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、「
環
境
」以
外
の
分
野
も
含
め
た
持
続
可
能
性

の
確
保
に
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
初
め
て
取
り
組

ん
だ
。

　
調
達
コ
ー
ド
の
基
本
原
則
が
カ
ギ

　

そ
し
て
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
採
択
し
た

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
二
〇
」で
、「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
す
べ
て
の
側
面
に
持
続
可
能
性

を
導
入
す
る
」こ
と
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

の
日
常
業
務
に
持
続
可
能
性
を
導
入
す
る
」こ
と
が
明

記
さ
れ
た
。

　

今
日
の「
持
続
可
能
性
」の
概
念
に
は
、環
境
負
荷
の

最
小
化
や
自
然
と
の
共
生
な
ど
、環
境
の
側
面
だ
け
で

な
く
、人
権
や
労
働
環
境
へ
の
配
慮
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
管
理
な
ど
ま
で
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
運
営
計
画
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、東
京

五
輪
に
お
け
る
持
続
可
能
性
の
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
は
、

「
気
候
変
動（
ロ
ー
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）」「
資
源

管
理（
省
資
源
・
資
源
循
環
）」「
水
・
緑
・
生
物
多
様
性
」

「
人
権
・
労
働
・
公
正
な
事
業
慣
行
等
へ
の
配
慮
」「
参
加
・

協
働
、情
報
発
信（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）」の
五
つ
を
想

定
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、運
営
計
画
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
示
さ
れ
た

持
続
可
能
な
大
会
の
実
現
に
向
け
て
、「
東
京
二
〇
二
〇

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会 

持
続
可

能
性
に
配
慮
し
た
調
達
コ
ー
ド 

基
本
原
則
」が
公
表
さ

れ
て
い
る
。今
後
、組
織
委
員
会
が
具
体
的
に
調
達
を
検

討
し
て
い
く
た
め
の
原
則
を
示
し
た
も
の
で
全
て
の
物
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日本農業と和食を海外市場に結び付ける

品
・
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
ラ
イ
セ
ン
ス
製
品
が
対
象
と
な

る
。選
手
村
で
使
用
す
る
食
材
を
含
め
た
物
資
の
調
達

に
つ
い
て
は
、組
織
委
員
会
が
基
本
的
な
考
え
を
示
し

て
い
る
。

　

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
お
よ
び
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
（
大
会
エ
ン

ブ
レ
ム
な
ど
を
用
い
た
公
式
グ
ッ
ズ
を
製
造
す
る
事
業

者
）に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
調
達
コ
ー
ド
を
遵

守
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、持
続
可
能
性
へ
の
配
慮
で
は
、ど
の
よ
う

に
供
給
さ
れ
て
い
る
の
か（
人
権
、労
働
環
境
、公
正
取

引
、環
境
保
全
）、ど
こ
か
ら
採
り
何
を
使
っ
て
作
ら
れ

て
い
る
の
か（
環
境
保
全
、生
物
多
様
性
、人
権
）、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
働
き
か
け（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
が
遵
守
）、資
源
の
有
効
活
用（
再
使
用
、再
生
利

用
、省
エ
ネ
）、と
い
う
重
視
す
べ
き
四
つ
の
原
則
に
基

づ
く
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
基
本
原

則
に
基
づ
き
、今
後
様
々
な
デ
リ
バ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
ア
イ
デ
ア
や
意
見
・
情
報
等
を
聞
き
、検
討
を
進

め
、順
次
公
表
し
て
い
く
」と
さ
れ
て
い
る
。

　
ロ
ン
ド
ン
大
会
が
モ
デ
ル
事
例
に

　

開
催
基
本
計
画
で
は
、飲
食
Ｆ
Ａ（
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ

ル
エ
リ
ア
：
大
会
を
支
え
る
機
能
）に
お
い
て
、食
事
提

供
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を「
東
京
二
〇
二
〇
大
会
期

間
中
に
お
い
て
、各
ク
ラ
イ
ア
ン
ト（
選
手
、委
員
、国
際

競
技
連
盟
の
役
員
、観
客
、ス
タ
ッ
フ
等
）の
持
続
可
能

な
飲
食
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
必
要

な
計
画
を
策
定
及
び
実
行
し
、最
高
レ
ベ
ル
の
品
質
を

確
保
す
る
。ま
た
、多
様
性
と
調
和
に
配
慮
し
た
飲
食
提

供
と
と
も
に
日
本
食
の
質
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、未

来
へ
継
承
す
る
」と
定
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、新
鮮
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
料
と

飲
料
を
量
と
種
類
と
も
に
十
分
か
つ
効
率
的
に
提
供
す

る
こ
と
、Ｉ
Ｏ
Ｃ
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
Ｃ（
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
）の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
日
本
国
内
の
基
準
に

沿
っ
た
上
で
最
高
の
品
質
を
保
証
す
る
こ
と
、各
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
倫
理
や
文
化
や
宗
教
お
よ
び
食
習
慣
上
の

必
要
性
を
尊
重
し
配
慮
し
た
食
料
と
飲
料
を
提
供
す
る

こ
と
、廃
棄
物
の
排
出
量
を
で
き
る
限
り
削
減
し
、持
続

可
能
で
環
境
に
優
し
い
食
料
を
使
用
す
る
取
り
組
み
を

実
行
す
る
こ
と
、が
主
要
目
標
と
し
て
指
示
さ
れ
て
い

る
。

　

東
京
五
輪
で
は
、上
記
の
要
件
を
満
た
す
膨
大
な
食

材
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
組
織

委
員
会
が
選
手
村
、各
競
技
会
場
、プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
お
け
る
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
業
者
を
入
札
に
よ
り
決
定

し
、こ
れ
ら
の
業
者
は
食
材
の
調
達
基
準
に
従
っ
て
食

材
を
調
達
し
料
理
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。な
お
、落

札
に
当
た
っ
て
は
、食
品
生
産
工
程
で
の
安
全
管
理
基

準
の
一
つ
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
な
ど
の
安
全
性
の
確
保
は
必

須
で
あ
ろ
う
。

　

定
め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
的

確
に
確
認
す
る
に
は
、認
証
も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る

制
度
に
基
づ
い
て
生
産
・
販
売
さ
れ
る
農
林
水
産
物
で

な
け
れ
ば
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
の
取
り
組
み
は
、東
京
五
輪
に

と
っ
て
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
、食
事
提
供
の
運
営
と
食
材
の

調
達
基
準
と
し
て「
フ
ー
ド
ビ
ジ
ョ
ン
」を
二
〇
〇
九
年

一
二
月
に
策
定
し
た
。す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、ロ
ン

ド
ン
五
輪
は
持
続
可
能
性
を
運
営
の
核
と
し
て
、気
候

変
動
、廃
棄
物
、生
物
多
様
性
、多
様
性
の
受
容
、健
康
な

生
活
、と
い
う
五
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、大
会
が
持
つ
改
革
力
を
活
用

し
て
、英
国
の
多
様
で
高
品
質
な
地
域
食
品
を
奨
励
し
、

関
連
事
業
者
の
継
続
的
な
変
革
を
促
し
、健
康
な
生
活

へ
の
公
的
行
動
計
画
へ
の
貢
献
を
目
指
し
た
。

　

課
題
と
し
て
、安
全
で
衛
生
的
な
食
の
確
保（
食
の
安

全
、ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
、汚
染
リ
ス
ク
の
管
理
）、選

択
と
バ
ラ
ン
ス（
多
様
な
文
化
圏
へ
の
対
応
な
ど
）、原

料
調
達
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
意
欲
的
・
環
境
保
全

的
・
倫
理
的
・
動
物
福
祉
的
な
基
準
な
ど
）、環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
供
給
の
効
率
化
、ゴ
ミ
の

低
減
な
ど
）、能
力
と
教
育（
大
会
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
な

ど
）が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
お
け
る
食
材
の
調
達
基
準
の
枠
組

み
は
、表
の
通
り
で
あ
る
。基
準
は
二
段
階
に
設
け
ら
れ

て
い
て
、最
低
限
満
た
す
べ
き「
義
務
的
基
準
」と
、そ
れ

を
さ
ら
に
上
回
る「
意
欲
的
基
準
」か
ら
な
る
。

　

こ
の
中
の
レ
ッ
ド
ト
ラ
ク
タ
ー
認
証
と
は
、英
国
の

農
業
者
団
体
が
運
営
す
る
認
証
制
度
で
あ
り
、国
産
農

畜
産
物
の
栽
培
・
飼
養
か
ら
流
通
・
加
工
・
包
装
・
販
売

ま
で
の
一
連
の
過
程
を
高
度
な
管
理
基
準
で
保
証
し
て

い
る
。英
国
内
の
農
業
者
の
七
〇
～
九
五
％
が
加
盟
、農

畜
産
物
の
八
〇
％
以
上
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
日
本
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

　

調
達
基
準
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

示
す「
持
続
可
能
性
」の
理
念
を
関
係
者
に
正
し
く
伝
え

つ
つ
、「
開
催
基
本
計
画
」に
あ
る「
日
本
食
の
質
の
高
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
、未
来
へ
継
承
す
る
」こ
と
を
実
現
す
る
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手
段
と
し
て
も
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

大
会
期
間
内
で
集
中
的
に
、迅
速
か
つ
正
確
、そ
し
て

円
滑
な
調
達
を
行
う
に
は
、社
会
的
に
確
立
し
た
仕
組

み
の
利
用
が
求
め
ら
れ
る
。そ
の
た
め
に
は
既
存
の
制

度
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
、そ
し
て
大
会
ま
で
の
準

備
期
間
に
さ
ら
な
る
改
善
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

　

農
林
水
産
省
は
、食
品
安
全
、環
境
保
全
、労
働
安
全

の
幅
広
い
分
野
を
対
象
と
し
た
高
度
な
取
り
組
み
内
容

を
含
む「
農
業
生
産
工
程
管
理（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）の
共
通
基
盤

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
Ｇ
Ａ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」

を
、二
〇
一
〇
年
四
月
に
野
菜
、米
、麦
に
つ
い
て
策
定

し
、一
一
年
三
月
に
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
を
行
っ

て
、他
の
作
物
お
よ
び
林
産
物
を
対
象
に
追
加
し
た
。

　

わ
が
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
Ｇ
Ａ
Ｐ
が
あ
り
、Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ（
現
在
三
九
〇
〇
認
証
農
場
）を
は
じ
め
、い
く
つ
か

の
県
や
民
間
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
制
度
、ロ
ン
ド
ン
五
輪
で

意
欲
的
基
準
と
さ
れ
た
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ 

Ｇ.

Ａ.

Ｐ.

（
現

在
二
八
〇
認
証
農
場
）な
ど
が
利
用
可
能
で
あ
る
。そ
れ

ぞ
れ
食
品
安
全
、環
境
保
全
、労
働
安
全
、人
権
、ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
要
件
に
つ
い
て
重
視
す
る
項
目

に
は
違
い
が
あ
る
。

　

一
五
年
三
月
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
戦
略
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
背
景
と
し
て
は
、「
日
本
再
興
戦
略
」に
お
い
て「
関

係
者
の
協
議
会
を
設
け
、輸
出
促
進
に
向
け
た
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
在
り
方
の
見
直
し
を
行
う
」と
さ
れ
、ま
た「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」で「
農
林
水
産
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
則
し
た
一
定
水
準
以
上
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及
、拡

大
を
推
進
」「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ 

Ｇ.

Ａ.

Ｐ.

等
の
認
証
取
得

を
促
進
す
る
。ま
た
、国
際
的
な
取
引
に
も
通
用
す
る

（
中
略
）Ｇ
Ａ
Ｐ
に
関
す
る
規
格
・
認
証
の
仕
組
み
の
構

築
を
推
進
す
る
」と
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
戦
略
協
議
会
は
、「
輸
出
促
進
に
向
け
た
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
推
進
」「
Ｇ
Ａ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
、普
及
、浸

透
」を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、国
内
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ 

Ｇ.

Ａ.

Ｐ.

の
取
得
促
進
、新
た
に
輸
出
用
Ｇ
Ａ
Ｐ（
仮

称
）の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　
未
来
に
つ
な
げ
る
レ
ガ
シ
ー
に

　

こ
れ
ら
一
連
の
検
討
と
そ
の
後
の
活
動
を
通
じ
て
、

わ
が
国
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、

東
京
五
輪
の「
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
調
達
」の
基
盤

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。そ
し
て
必
要
に
応
じ
て

組
織
委
員
会
が
求
め
る
追
加
的
な
条
件
を
補
完
す
る
仕

組
み
を
用
意
す
る
な
ど
し
て
、国
内
の
農
産
物
を
東
京

五
輪
で
、世
界
か
ら
集
ま
っ
た
人
々
に
賞
味
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
た
い
の
で
あ
る
。

　

大
事
な
こ
と
は
、東
京
二
〇
二
〇
大
会
ビ
ジ
ョ
ン
に

あ
る「
す
べ
て
の
人
が
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し（
中
略
）

未
来
に
つ
な
げ（
る
）」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
」で
は「
日
本
全
国
で
ど

の
よ
う（
に
）参
画
を
促
し
て
い
く
の
か
」、そ
し
て「
レ

ガ
シ
ー
」で
は「
東
京
五
輪
を
き
っ
か
け
に
何
を
残
し
て

い
く
の
か
」が
問
い
か
け
ら
れ
て
い
る
が
、こ
の
活
動
を

食
材
供
給
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。国
内

の
農
業
者
が
世
界
に
誇
る
日
本
食
を
提
供
し
て
い
る
と

実
感
し
、自
分
た
ち
が
東
京
五
輪
を
支
え
て
い
る
と
い

う
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
、そ
し
て
そ
の
こ
と
を
通
じ

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
東

京
と
地
方
と
が
連
帯
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

大
会
で
膨
大
な
食
を
提
供
す
る
と
言
っ
て
も
、日
常

の
食
の
供
給
活
動
か
ら
比
べ
る
と
、現
実
に
は
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
関
わ
る
の
は
限
ら
れ
た
生
産
者
と
な
る
か
も

し
れ
な
い
。た
だ
し
本
来
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
農
産

物
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
り
、彼
ら
は
そ
の
代
表
者
な

の
だ
と
、全
て
の
農
業
関
係
者
が
誇
り
を
も
っ
て
送
り

出
す
よ
う
な
状
況
を
つ
く
り
出
し
た
い
。そ
れ
こ
そ
が

東
京
五
輪
の
食
と
農
に
お
け
る「
レ
ガ
シ
ー
」と
な
る
だ

ろ
う
。（注
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

表　ロンドン五輪の食材の調達基準

注：農林水産省「我が国における農業生産工程管理（GAP）の取組状況及び推進施策」より

英国産品
⃝レッドトラクター認証

⃝高品質

⃝有機農産物 

⃝ＧＬＯＢＡＬ Ｇ.Ａ.Ｐ.

輸入品
⃝トレーサビリティーの確保

⃝フェアトレード

⃝倫理的な取引、調達

義務的基準 意欲的基準

（
注
）以
上
の
こ
と
を
農
林
水
産
物
全
て
で
実
現
す
る
こ
と
を
願

っ
て
、農
業
・
林
業
・
水
産
業
・
畜
産
業
の
団
体
、地
方
自
治

体
、そ
の
他
認
証
機
関
、環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、消
費
者
団
体
が
参

加
す
る「
持
続
可
能
な
日
本
産
農
林
水
産
物
の
活
用
推
進

協
議
会
」が
設
立
さ
れ
た
。筆
者
は
学
識
経
験
者
と
し
て
こ

の
活
動
に
参
画
し
て
い
る
。
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岐
阜
県
が
高
地
施
設
を
ア
ピ
ー
ル

　

政
府
が
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
二
〇
〇
〇
万
人
と
掲
げ

て
い
た
訪
日
外
国
人
数
の
達
成
目
標
を
四
〇
〇
〇
万
人

に
引
き
上
げ
る
な
ど
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
る
。東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
国
と
し
て
国
際
的

注
目
度
を
活
か
し
、さ
ら
に
、大
会
を
見
据
え
た
訪
日
外

国
人
の
誘
致
対
策
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、今
後
、な
お
一

層
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
は
十
分

可
能
で
あ
ろ
う
。

　

今
後
の
課
題
は
訪
日
外
国
人
を
地
方
に
ど
う
誘
客
す

る
か
だ
。こ
れ
ま
で
の
訪
日
外
国
人
の
行
き
先
は
東
京

と
大
阪
を
結
ぶ「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」が
中
心
で
、地

方
へ
の
経
済
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。訪
日
外
国
人
の

さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、開
催
都
市
の
東
京

だ
け
で
な
く
日
本
全
体
で
受
け
入
れ
体
制
が
で
き
れ
ば
、

世
界
に
向
け
て
日
本
の
地
方
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

上
で
絶
好
の
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
の
食
や
農
を
核
と
し
て
地
方
に
呼
び
込
む
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。海
外
へ
の
特
産
品
の
営
業
を

通
じ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
ん
で
い
る
地
方
の
二

つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
の
一
つ
が
、岐
阜
県
の
東
京
五
輪
に
向
け
た
各
国

合
宿
地
の
誘
致
に
向
け
て
の
積
極
的
な
動
き
だ
。

　

最
大
の
売
り
は
、「
飛
騨
御
嶽
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
エ
リ
ア
」だ
。標
高
一
二
〇
〇
～
二
二
〇
〇
㍍
に
あ
る

四
つ
の
ゾ
ー
ン
に
多
く
の
施
設
や
コ
ー
ス
を
設
け
ら
れ

て
お
り
、高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は「
日
本
随
一
」（
地
域

ス
ポ
ー
ツ
課
）と
主
張
す
る
。ま
た
県
内
に
は
、国
際
ホ

テ
ル
に
も
隣
接
し
て
い
る
、敷
地
面
積
が
二
三
万
平
方

㍍
あ
る
大
型
複
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設「
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル

セ
ン
タ
ー
」な
ど
も
あ
る
。

　

県
は
す
で
に
昨
年
一
一
月
、英
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
と
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
で
連
携
の
覚
書
を

締
結
し
た
。こ
の
締
結
の
翌
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
陸
上
競

技
連
盟
と
、一
七
～
二
〇
年
に
か
け
て
少
な
く
と
も
年

一
回
は
同
陸
連
が
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
で
合
宿

す
る
こ
と
で
基
本
合
意
書
を
交
わ
し
た
。さ
ら
に
、米
国

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
お
よ
び
陸
上
競
技
連
盟
と
二

〇
年
の
事
前
合
宿
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
向
け
て
協

議
を
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　

併
せ
て
国
が
推
進
す
る「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
構
想
」に
も

県
は
名
乗
り
を
上
げ
て
い
る
。こ
の
構
想
は
、東
京
五
輪

参
加
国
と
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、文
化
や
教
育
、観
光

産
業
と
い
う
分
野
で
交
流
を
図
る
地
方
公
共
団
体
を

「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」と
し
て
認
定
し
、そ
の
活
動
に
対
し

て
財
政
支
援
す
る
と
い
っ
た
も
の
だ
。県
は
高
山
市
や

　

特
集　

農
業
の
発
進
！ 

東
京
五
輪
へ　

生
産
者
が
、ま
た
地
方
、地
域
が
自
ら
、世
界
を
相
手
に
動
き
出
す
。「
観
光
と
食
と
モ
ノ
の

三
位
一
体
で
の
プ
ロ
モ
ー
ション
」で
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
込
む
地
方
公
共
団
体
や
、工

夫
を
凝
ら
し
た
独
特
な
ネ
ッ
ト
通
販
の
茶
業
農
家
。他
方
で
、農
林
水
産
省
が
景
観
を
売

り
出
す「
食
と
農
の
景
勝
地
」な
ど
地
方
創
生
に
関
わ
る
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
す
る
。

農
業
者
、地
方
自
治
体
が
動
く
世
界
市
場
戦
略

農業ジャーナリスト

窪田 新之助  Shinnosuke Kubota

くぼた しんのすけ
1978年福岡県生まれ。2004年明治大学文学部卒業後、日本農
業新聞に入社し、記者として農業政策、農業ビジネス、農村社会
の現場をレポートする。12年に退社後も食と農の取材を続ける。
著書に『GDP4％の日本農業は自動車産業を超える』（講談社）。
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特集　農業の発進！ 東京五輪へ

の
三
位
一
体
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」と
な
る
だ
ろ
う
。

海
外
か
ら
の
誘
客
と
、県
名
産
品
の
飛
騨
牛
や
富
有
柿

な
ど
の
食
、陶
磁
器
や
和
紙
な
ど
の
モ
ノ
を
一
体
的
に
、

知
事
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
を
説
明
し
た
い
。ま

ず
は
、県
庁
内
を
横
断
的
に
、か
つ
、官
民
協
働
で
チ
ー

ム
を
作
り
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
国
と
そ
の
国
に
向
け

た
テ
ー
マ
を
選
定
す
る
。戦
略
を
策
定
し
た
ら
、次
は
、

そ
の
総
合
調
整
で
あ
る
。各
分
野
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
国
と
調
整
し
な
が
ら
、重
点
品
目
や
実
施
時
期
を
検

討
す
る
の
だ
。総
合
調
整
後
は
、い
よ
い
よ
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
移
る
。例
え
ば
、知
事
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
の
在
外

公
館
に
現
地
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
招
き
、県
特
産
品
を
利
用
し

た
料
理
を
振
る
舞
い
な
が
ら
、同
時
に
県
内
の
観
光
地

も
紹
介
す
る
な
ど
だ
。

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
後
も
、県
で
は
継
続
的
に
Ｐ
Ｒ
活

動
を
す
る
。最
終
的
に
そ
の
効
果
を
検
証
し
て
、今
後
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
に
活
か
す
。

　

一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
奏
功
し
て
い
る
よ
う
だ
。

例
え
ば
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
〇
九
年
か
ら
戦
略
を
仕
掛

け
て
き
た
。同
国
か
ら
県
内
へ
の
旅
行
者
数
を
み
る
と
、

〇
八
年
に
二
一
八
〇
人
だ
っ
た
の
が
、一
四
年
に
は
一

万
二
五
八
〇
人
と
六
倍
近
く
に
増
え
て
い
る
。同
じ
く

タ
イ
も
同
期
間
中
に
八
九
八
〇
人
か
ら
四
万
三
六
八
〇

人
と
五
倍
近
く
に
増
え
、「
直
行
便
の
あ
る
福
岡
県
よ
り

も
多
く
の
人
が
岐
阜
を
訪
れ
て
い
る
」そ
う
だ
。県
内
の

外
国
人
宿
泊
者
数
も
右
肩
上
が
り
に
増
加
し
て
い
る

（
図
）。

　

県
特
産
品
の
輸
出
も
好
調
だ
。飛
騨
牛
は
〇
八
年
に

約
〇
・
三
㌧
だ
っ
た
輸
出
量
が
一
四
年
に
は
約
一
六
㌧

と
、五
〇
倍
近
く
に
激
増
し
て
い
る
。県
は
継
続
的
に
県

下
呂
市
と
と
も
に
、英
国
、フ
ラ
ン
ス
、米
国
と
の
交
流

計
画
を
策
定
し
た
。こ
れ
ら
三
カ
国
に
対
し
て
市
民
や

中
学
生
を
派
遣
し
た
り
、現
地
で
の
国
際
観
光
展
に
出

展
し
て
県
特
産
品
を
売
り
込
む
な
ど
活
動
を
始
め
て
い

る
。

　
観
光
な
ど
三
位
一
体
で
戦
略
展
開

　

観
光
と
特
産
品
の
セ
ー
ル
ス
は
相
乗
効
果
を
成
す
。

県
は
自
治
体
と
し
て
こ
の
点
に
い
ち
早
く
着
目
し
、二

〇
〇
九
年
か
ら「
飛
騨
・
美
濃
じ
ま
ん
海
外
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
き
た
。

　

そ
の
特
徴
を
ひ
と
言
で
言
え
ば「
観
光
と
食
と
モ
ノ

特
産
品
を
売
り
込
む
た
め
、一
三
年
か
ら
の
三
カ
年
で

海
外
主
要
都
市
一
〇
カ
所
に
販
売
拠
点
を
設
置
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
県
が
東
京
五
輪
と
絡
め
て
狙
う
の
は
、む

し
ろ
訪
日
外
国
人
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
高
め
る
こ

と
に
あ
る
。

　

県
国
際
戦
略
推
進
課
国
際
戦
略
係
長
の
酒
井
弘
貴
さ

ん
は
、輸
出
量
を
伸
ば
す
こ
と
は
大
事
と
し
な
が
ら
も

「
輸
出
し
た
県
特
産
品
で
岐
阜
県
に
興
味
を
持
ち
、観
光

に
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
効
果
は
高
い
と
考
え
て
い

ま
す
」と
語
る
。確
か
に
前
述
の
数
字
を
見
る
限
り
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
経
済
効
果
は
輸
出
よ
り
も
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
ほ
う
が
は
る
か
に
大
き
い
と
言
え
る
。今
後
、

東
京
五
輪
に
向
け
て
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
図
ら
れ
る
な
ど
、

ま
す
ま
す
県
へ
訪
れ
る
外
国
人
は
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

東
京
五
輪
は
こ
の
経
済
効
果
を
さ
ら
に
増
幅
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。

　
京
都
で
日
本
茶
文
化
広
め
る
動
き

　

民
間
企
業
も
東
京
五
輪
を
き
っ
か
け
に
拡
大
す
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
取
り
込
み
、自
社
の
成
長
に
つ
な

げ
よ
う
と
独
自
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。日
本
茶

の
味
の
素
晴
ら
し
さ
だ
け
で
な
く
、日
本
茶
文
化
を
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
動
き
出
し
た
京
都
お
ぶ
ぶ
茶
苑
を

紹
介
し
よ
う
。

　

京
都
府
和
束
町
は
高
級
茶
の
産
地
だ
。摘
ま
れ
た
茶

葉
の
取
引
価
格
は
、国
内
最
高
値
の
一
㌔
グ
ラ
ム
当
た

り
約
一
六
万
円
と
、全
国
の
平
均
相
場
の
お
よ
そ
五
〇

倍
と
い
う
ケ
タ
外
れ
の
値
を
付
け
る
。代
表
を
喜
多
章

浩
さ
ん
、副
代
表
を
松
本
靖
治
さ
ん
が
務
め
る
京
都
お

ぶ
ぶ
茶
苑
は「
荒
茶
」を
作
り
、世
界
の
人
々
を
相
手
に

商
売
を
し
て
い
る
。荒
茶
と
い
う
の
は
、収
穫
し
た
茶
葉

図　岐阜県内の外国人宿泊者数の推移
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農業者、地方自治体が動く世界市場戦略

を
蒸
し
て
、も
ん
で
、乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
収
穫
直
後
の

ピ
ュ
ア
な
状
態
に
近
い
茶
葉
だ
。

　

そ
の
販
売
手
段
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
日
本
語
版
と
英
語
版
の
両
方
を
用
意

し
、販
売
実
績
は
六
五
カ
国
に
及
ぶ
。ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

顧
客
と
つ
な
が
る
た
め
に「
店
の
顔
を
見
え
る
」よ
う
に

心
掛
け
て
い
る
と
い
う
。お
ぶ
ぶ
茶
苑
の
サ
イ
ト
を
見

る
と
、写
真
や
動
画
、文
章
に
よ
る
情
報
が
と
に
か
く
豊

富
だ
。社
員
の
顔
や
経
歴
、性
格
に
至
る
ま
で
掲
載
さ
れ

て
お
り
、作
り
手
の
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。茶
畑
や
茶
の

製
造
工
程
、茶
の
入
れ
方
な
ど
も
丁
寧
に
説
明
。茶
を
味

わ
っ
た
人
が
喜
ぶ
様
子
も
手
紙
付
き
で
紹
介
す
る
。

　

サ
イ
ト
を
通
じ
て
少
し
で
も
お
ぶ
ぶ
茶
苑
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
人
に
自
分
た
ち
の
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
も

ら
う
た
め
、企
画
し
た
の
が
茶
畑
オ
ー
ナ
ー
と
イ
ン

タ
ー
ン
の
両
制
度
だ
。

　

茶
畑
オ
ー
ナ
ー
は
国
内
在
住
者
と
郵
便
事
業
が
あ
る

一
一
六
カ
国
の
海
外
在
住
者
が
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

費
用
は
一
口
当
た
り
、国
内
在
住
者
は
月
額
一
五
〇
〇

円
、海
外
在
住
者
は
送
料
分
が
増
額
さ
れ
て
二
四
〇
〇

円
だ
。一
口
当
た
り
、約
三
〇
〇
㌘
の
茶
葉
が
年
四
回
届

く
ほ
か
、お
ぶ
ぶ
茶
苑
が
主
催
す
る
茶
畑
オ
ー
ナ
ー
限

定
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
た
り
、イ
ベ
ン
ト
料
金
の

優
待
が
あ
る
。

　

オ
ー
ナ
ー
は
延
べ
人
数
に
し
て
九
〇
〇
人
を
超
え
る
。

海
外
在
住
者
へ
の
配
慮
と
し
て
、茶
を
送
付
す
る
際
に

付
け
る
商
品
説
明
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
英
語
版
に
し
て

い
る
。

　

一
方
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
と
は
、学
生
が
職
業
観
や

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
形
成
す
る
た
め
、実
際
の
職
場
で

働
く
体
験
を
す
る
こ
と
。お
ぶ
ぶ
茶
苑
で
は
外
国
人
か

ら
の
強
い
要
望
が
あ
り
、二
〇
一
二
年
一
月
か
ら
始
め

た
。イ
ン
タ
ー
ン
の
期
間
中
は
お
ぶ
ぶ
茶
苑
の
事
務
所

で
あ
る
二
階
建
て
の
一
軒
家
に
滞
在
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。そ
の
宿
泊
費
や
食
費
は
自
己
負
担
で
あ
る
が
、こ
れ

ま
で
五
三
人
も
の
海
外
在
住
者
が
参
加
、数
カ
月
に
わ

た
っ
て
緑
茶
の
栽
培
や
飲
み
方
な
ど
を
学
ん
で
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
来
日
し
、現
在
は
お
ぶ
ぶ
茶

苑
の
社
員
と
な
っ
て
い
る
リ
ト
ア
ニ
ア
人
女
性
の
シ
モ

ナ
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「japan

」「tea

」「internship

」と

い
っ
た
ワ
ー
ド
で
ネ
ッ
ト
検
索
し
た
と
こ
ろ
、真
っ
先

に
お
ぶ
ぶ
茶
苑
が
挙
が
っ
た
と
い
う
。

　
茶
畑
オ
ー
ナ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ン
連
携

　

現
在
、こ
れ
ら
ツ
ア
ー
や
両
制
度
を
通
じ
て
フ
ァ
ン

に
な
っ
た
海
外
在
住
の
日
本
人
や
外
国
人
た
ち
が
、そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
お
ぶ
ぶ
茶
苑
の
茶
を
広
め
る
の
に
一
役

買
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て
帰
国
す
る
や
、お
ぶ

ぶ
茶
苑
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、茶
葉
を
ネ
ッ
ト

で
販
売
す
る
事
業
に
着
手
す
る
人
も
い
る
。イ
ン
ド
や

ス
リ
ラ
ン
カ
、ハ
ワ
イ
な
ど
の
生
産
者
に
混
じ
っ
て
、喜

多
章
浩
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
彼
の
茶
作
り
に
懸
け

る
想
い
を
紹
介
し
て
い
る
通
販
サ
イ
ト
も
あ
る
。

　

お
ぶ
ぶ
茶
苑
は
、自
分
た
ち
の
茶
を
世
界
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、創
業
し
た
二
〇
〇
四
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年

の
よ
う
に
欧
米
ツ
ア
ー
を
敢
行
し
て
い
る
。毎
回
、各
国

で
普
及
活
動
を
す
る
上
で
頼
り
と
し
て
い
る
の
は
、元

イ
ン
タ
ー
ン
生
や
茶
畑
オ
ー
ナ
ー
だ
と
い
う
。百
貨
店

や
大
学
、新
聞
社
な
ど
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
こ
ぎ
つ

け
る
べ
く
、彼
ら
彼
女
ら
が
ひ
と
肌
脱
い
で
く
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

お
ぶ
ぶ
茶
苑
の
人
的
な
つ
な
が
り
を
た
ど
っ
て
い
く

と
気
付
く
の
は
、欧
米
に
お
け
る
日
本
文
化
へ
の
関
心

の
高
さ
や
緑
茶
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
大
き
さ
が
日
本
人
の

想
像
以
上
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
だ
。調
べ
て
み
る
と
、

日
本
か
ら
の
緑
茶
の
輸
出
量
は
〇
二
年
に
七
六
二
㌧

だ
っ
た
の
が
一
二
年
に
は
二
三
五
一
㌧
と
、一
〇
年
で

三
倍
以
上
も
伸
び
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
海
外
に
お
け
る
日
本
茶
ブ
ー
ム
を
受
け

て
、お
ぶ
ぶ
茶
苑
は
新
た
な
事
業
を
進
め
て
い
る
。そ
の

一
つ
は
、日
本
茶
の
店
を
開
く
起
業
家
を
対
象
に
し
た

コ
ン
サ
ル
事
業「
テ
ィ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
」だ
。一
時
間
当
た
り
六
〇
〇
〇
円
で
日
本
茶
の

入
れ
方
や
抹
茶
の
加
工
法
な
ど
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ

て
い
る
。海
外
、特
に
欧
州
か
ら
の
相
談
の
方
が
多
い
こ

と
も
あ
っ
て
、ス
カ
イ
プ
で
も
対
応
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、今
年
か
ら
始
め
る
海
外
の
茶
の
専
門
学

校
と
の
提
携
事
業
だ
。飲
食
店
で
給
仕
に
当
た
る「
茶
の

バ
リ
ス
タ
」を
育
成
す
る
諸
外
国
の
学
校
の
生
徒
た
ち

を
対
象
に
日
本
茶
の
入
れ
方
や
知
識
を
伝
え
た
り
、視

察
先
と
し
て
受
け
入
れ
た
り
す
る
。す
で
に
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
と
オ
ラ
ン
ダ
の
学
校
と
の
提
携
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
国
内
の
茶
葉
消
費
の
落
ち
込
み
は
深
刻
で
あ
る

が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
呼
び
込
み
、世
界
に
広
が
る
フ
ァ

ン
を
拠
点
に
、更
に
積
極
的
に
日
本
茶
と
そ
の
文
化
を

広
め
る
お
ぶ
ぶ
茶
苑
の
姿
勢
は
、閉
塞
感
が
あ
る
業
界

活
性
化
の
モ
デ
ル
と
な
る
。

　

今
後
も
東
京
五
輪
へ
向
け
て
盛
り
上
が
っ
て
い
く
だ

ろ
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
し
て
、日
本
茶
文
化
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
取
り
組
む
お
ぶ
ぶ
茶
苑
の
よ
う
に
、

各
地
方
に
あ
る
日
本
の
食
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ

う
な
農
業
者
の
取
り
組
み
拡
大
に
期
待
し
た
い
。そ
う
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す
る
こ
と
で
、世
界
の
日
本
食
市
場
の
拡
大
に
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
都
市
か
ら
地
方
へ

　

以
上
、見
て
き
た
よ
う
に
、地
方
へ
の
訪
日
外
国
人
の

誘
致
に
向
け
、民
間
や
自
治
体
は
独
自
の
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、政
府
は
三
月
末
に
開
い
た「
明
日
の
日
本
を

支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」（
議
長
・
安
倍
晋
三

首
相
）で
は
、二
〇
二
〇
年
の
訪
日
外
客
数
国
の
目
標
を

二
〇
〇
〇
万
人
か
ら
四
〇
〇
〇
万
人
に
修
正
、併
せ
て

日
本
が
観
光
立
国
に
な
る
う
え
で
の
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
た
。そ
れ
は
、訪
日
観
光
客
数
の
七
割
は
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
だ
。ル
ー
ト
上
の
都
市

で
は
す
で
に
宿
泊
施
設
が
飽
和
状
態
で
あ
る
ほ
か
、地

方
に
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
込
め
て
い
な
い
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
国
土
交
通
省
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
を
除
い

た
全
国
七
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に「
広
域
観
光
周
遊

ル
ー
ト
」を
ま
と
め
上
げ
た（
表
）。各
ル
ー
ト
と
も
文
化

や
体
験
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ご
と
に
誘
客
で
き
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
取
り
そ
ろ
え
、海
外
に
向
け
て
集
中
的
に
情

報
を
発
信
し
て
い
く
。中
で
も
重
要
度
が
高
い
コ
ン
テ

ン
ツ
は「
食
」だ
。

　

外
国
人
旅
行
者
が
日
本
で
も
っ
と
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
こ
と
は
食
事
で
あ
る
。例
え
ば
国
土
交
通
省
が
一

一
年
に
公
開
し
た
外
国
人
観
光
客
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、日
本
を
訪
れ
る
上
で
期
待
し
て
い
た
項
目

（
複
数
回
答
可
）と
し
て「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」（
五
一
％
）や

「
温
泉
」（
四
五
％
）な
ど
を
押
さ
え
て「
食
事
」（
六
四
％
）

が
最
も
高
か
っ
た
。

　

海
外
一
四
拠
点
に
海
外
事
務
所
を
持
ち
、訪
日
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
日
本
政
府
観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
）も
、食
に
着
目
し
た
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い

る
。例
え
ば
サ
イ
ト
内
で
寿
司
や
和
牛
な
ど
を
取
り
上

げ
て
、観
光
地
と
と
も
に
紹
介
。加
え
て
関
係
機
関
と
連

携
し
海
外
の
旅
行
博
覧
会
で
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ー
ス
を
出
展
、

日
本
酒
や
寿
司
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、マ
ス
メ

デ
ィ
ア
や
旅
行
会
社
を
日
本
に
招
待
し
て
、日
本
食
の

魅
力
も
伝
え
て
い
る
。

　
五
輪
機
に
地
方
の
誘
客
拍
車
を

　

日
本
政
府
観
光
局
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
部
長
の
蜷
川

彰
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
の
リ

ピ
ー
タ
ー
率
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、日
本
食
に
対
す
る

需
要
は
高
ま
る
」と
み
て
い
る
。と
い
う
の
も
リ
ピ
ー

タ
ー
の
多
く
は
団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
に
切
り
替
え

る
傾
向
に
あ
る
が
、個
人
旅
行
者
ほ
ど
食
に
対
す
る
関

心
が
高
い
か
ら
だ
。こ
う
し
た
動
き
に
合
わ
せ
て
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
は「
体
験
」の
場
作
り
だ
。イ
チ
ゴ
狩

り
や
稲
刈
り
な
ど
が
で
き
る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
が

訪
日
外
国
人
の
満
足
度
を
高
め
る
の
に
役
立
つ
と
い
う
。

　

農
林
水
産
省
は
、現
在
、食
と
そ
れ
を
生
み
出
す
農
林

水
産
業
や
景
観
な
ど
を
一
体
的
に
売
り
出
し
て
い
く
地

域
を「
食
と
農
の
景
勝
地
」と
し
て
認
定
す
る
作
業
を
進

め
て
い
る
。そ
れ
ら
の
地
域
で
は
単
に
日
本
食
を
味
わ

う
だ
け
で
な
く
、農
林
水
産
業
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
も
盛
り
込
ま
せ
て
い
く
。蜷
川
さ
ん
は「
現
在
開
発

中
の
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
に
も『
食
と
農
の
景
勝
地
』

を
組
み
込
め
る
と
よ
り
魅
力
的
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」と
話
し
て
い
る
。

　

今
後
、訪
日
外
国
人
の
行
く
先
は
首
都
圏
か
ら
地
方
に

だ
ん
だ
ん
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。こ
の
動
き
を
一

層
促
す
に
は
東
京
五
輪
を
最
大
の
好
機
と
捉
え
て
日
本
食

や
地
方
の
魅
力
を
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
お
き
た
い
。

　

訪
日
外
国
人
が
最
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
食
を
核
に

し
た
誘
客
産
業
を
興
せ
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
地
方
創

生
の
一
つ
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

表　広域観光周遊ルート
ルート ルートの名称（　）、内は申請者 概 要

1 「アジアの宝 悠久の自然美への道ひがし 北・海・道」
（「プライムロード ひがし北・海・道」推進協議会）

「日本の奥の院・東北探訪ルート」
（東北観光推進機構）

「昇龍道」
（中部（東海・北陸・信州）広域観光推進協議会）

「美の伝説」
（関西広域連合、関西経済連合会、関西地域振興財団）

「せとうち・海の道」
（せとうち観光推進機構、瀬戸内観光ルート誘客促進協議会）

「スピリチュアルな島～四国遍路～」
（四国ツーリズム創造機構）

「温泉アイランド九州 広域観光周遊ルート」
（九州観光推進機構）

北海道道東の四季折々の大自然、景観、食などを活用し、富裕層をターゲットに誘客を図る。
札幌地区に集中しているインバウンドの呼込みも目的。

自然と東北の歴史文化、食を探訪するルート。台湾、香港などの個人旅行を主な対象とする。仙
台空港並びに首都圏、函館からの誘客を図る。観光による復興加速化もテーマ。

豊かな山岳などの自然、歴史、ものづくり文化などを活用し、アジアやアメリカからの誘客を図る。
セントレア、東海道新幹線と北陸新幹線効果によりゴールデンルートからの呼び込みを目指す。

５つの世界遺産をはじめとする豊富な歴史遺産や絶景、食などを活用し、東南アジアや欧米のリ
ピーターなどに誘客を図る。京都・大阪から南近畿、北近畿への呼込みを目指す。

世界有数の静かな内海（うちうみ）の景色と歴史的な建築物・工芸などを活用し、ゴールデンル
ートの延長線上に観光動線を形成し、欧米富裕層などをターゲットに外国人宿泊者数を増やす｡

お遍路やお接待の心の文化や1200年の歴史・史跡を活かし、コンパクトな四国や素朴さをアピ
ールし、欧米などの海外からの誘客を積極的に図る。

全国一の温泉源泉数と湧出量を誇る温泉をコンセプトとし、歴史文化・自然・食を活用したルート。
韓国、中華圏、欧州のFIT旅行者の拡大を図る。福岡から西九州、東九州への呼込みを目指す。

2

3

4

5

6

7

出典：国土交通省 観光庁資料
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ア
ス
リ
ー
ト
を
食
で
支
え
る

　

二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪
開
催
が
決
定
し
た
こ
と
は
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
特
別
な

思
い
が
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
は

あ
り
ま
す
が
、そ
れ
よ
り
も
気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
、そ

ん
な
表
現
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い
る
と
、私
個
人
は
感
じ

て
い
ま
す
。私
た
ち
は
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、そ
の
時
の

選
手
た
ち
の
姿
を
見
て「
東
京
五
輪
を
開
催
し
て
良
か
っ

た
」と
、思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、日
々
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
、ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
は
、残
念
な
が
ら
ド
ー
ピ
ン
グ

問
題
に
始
ま
り
、生
活
の
姿
勢
な
ど
競
技
団
体
や
選
手
た

ち
の
倫
理
観
を
問
わ
れ
る
事
象
が
相
次
い
で
い
ま
す
。特

に
私
の
職
業
は
、口
に
入
れ
る
も
の
か
ら
選
手
の
体
作
り

を
支
え
る
こ
と
で
す
。「
食
べ
る
こ
と
」は
誰
も
が
日
常
的

に
行
う
こ
と
で
す
の
で
、選
手
た
ち
の
日
常
の
感
覚
と
隣

り
合
わ
せ
に
接
す
る
機
会
が
多
い
た
め
、現
在
、問
題
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
他
人
事
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

た
だ
、そ
の
事
柄
で
後
ろ
向
き
に
な
る
の
で
は
な
く
、良

い
緊
張
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

私
の
仕
事
内
容
は
、担
当
チ
ー
ム
や
選
手
の
状
況
に
合

わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。年
に
二
回
程
度
の
栄
養
レ
ク

チ
ャ
ー
を
実
施
す
る
だ
け
の
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
し
、合

宿
や
試
合
な
ど
国
内
外
に
関
係
な
く
帯
同
し
、全
て
の
食

事
を
提
供
し
て
、時
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
の
際
に
最
も
意
識
し
て
い
る

こ
と
は
、食
事
や
栄
養
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、そ

れ
だ
け
を
伝
え
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
、と
い
う
こ
と

で
す
。目
的
は
、選
手
が
持
つ
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て

目
標
に
到
達
す
る
こ
と
＝
結
果
を
残
す
こ
と
で
す
。そ
の

た
め
に
食
の
分
野
か
ら
、彼
ら
の
能
力
が
発
揮
で
き
る
環

境
を
ど
う
整
え
て
い
く
か
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
把
握（
ヒ
ア

リ
ン
グ
・
血
液
検
査
や
体
組
成
測
定
の
結
果
分
析
）や
選

手
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、食
材
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
選
定
、献

立
の
作
成
、調
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
栄
養
素
や
生
理
学
な
ど
科
学
的
な
こ
と
ば
か

り
に
興
味
が
向
き
、頭
で
っ
か
ち
だ
っ
た
私
が
、食
材
の

持
つ
力
を
強
く
意
識
し
始
め
た
の
は
、一
九
九
七
年
に
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
で
初

め
て
海
外
遠
征
を
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
出
来
事

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
新
鮮
な
食
材
の
力
を
活
か
す

　

食
材
の
調
達
の
た
め
に
出
向
い
た
普
通
の
ス
ー
パ
ー

に
並
ん
で
い
た
食
材
が
、と
て
も
新
鮮
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　

特
集　

農
業
の
発
進
！ 

東
京
五
輪
へ　

東
京
五
輪
も
四
年
後
に
迫
り
、ど
う
ア
ス
リ
ー
ト
の
体
調
を
ベ
ス
ト
な
状
態
に
整
え
て

い
く
の
か
が
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
。今
、「
食
」の
分
野
か
ら
の
研
究
に
熱
い
視
線
が

注
が
れ
る
。ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
と
食
事
内
容
が
リ
ン
ク
す
る
考
え
方
で
あ
る
。食
つ
ま

り
食
材
こ
そ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
体
を
つ
く
る
現
場
を
語
る
体
験
的
実
践
論
。

メ
ダ
ル
獲
得
に
は
食
材
の
力
が
効
果
的
に
な
る

Office LAC-U 代表

石川 三知  Michi Ishikawa

いしかわ みち
病態栄養相談に携わった後、東京工業大学勤務を経て、ス
ポーツ栄養指導を開始。元フィギュアスケート選手の荒川
静香さん・髙橋大輔さんなどをサポート。現在、競泳の渡部香
生子選手を始め多くのトップアスリートの栄養指導を行う。
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「
よ
し
、分
か
っ
た
。僕
ら
も
作
物
の
金
メ
ダ
ル
を
目
指
そ

う
。そ
し
て
金
メ
ダ
ル
を
取
る
選
手
の
体
に
合
う
作
物
を

育
て
よ
う
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
時
に
は
、な
ぜ

か
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
か
ら
、安
全
性
や
お
い
し
さ
の
重
要
性
は
当
然

で
す
が
、生
産
者
の
心
意
気
の
こ
も
っ
た
食
材
を
選
手
の

体
に
届
け
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

選
手
、と
り
わ
け
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
は
徹
底
管
理
さ

れ
た
、少
し
現
実
離
れ
を
し
た
味
気
の
な
い
食
生
活
を

送
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、私

は
温
か
み
の
あ
る
、そ
し
て
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
食
卓

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

生
鮮
食
品
は
現
地
調
達
を
し
ま
す
が
、米
や
乾
物
類
、

み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
、み
り
ん
な
ど
は
日
本
か
ら
運
び
調
理

あ
ふ
れ
て
力
強
く
、味
も
大
変
良
か
っ
た
の
で
す
。一
緒

に
帯
同
し
た
調
理
師
の
方
も
、鮮
度
と
味
の
両
方
に
驚
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
二
〇
〇
〇
年
の
シ
ド
ニ
ー

五
輪
を
前
に
選
手
の
強
化
も
進
み
、栄
養
面
で
も
科
学
的

な
研
究
が
盛
ん
で
し
た
。そ
の
時
に「
こ
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
食
材
で
で
き
た
体
の
選
手
と
勝
負
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
…
…
」と
、一
瞬
、怖
さ
を
感
じ
た
の
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、同
じ
よ
う
な
食
材
を
選
手
に
食
べ
て
ほ

し
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、生
産
者
と
出
会
う
機
会
を
積
極
的
に
増
や

し
、良
い
作
物
の
見
分
け
方
を
教
わ
っ
た
り
、逆
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
感
じ
た
こ
と
を
生
産
者
に
素
直
に
お
伝

え
し
た
り
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、あ
る
生
産
者
の
方
が

を
し
ま
す
。や
は
り
、だ
し
汁
や
し
ょ
う
ゆ
の
味
や
香
り

は
、私
た
ち
日
本
人
を
ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。厳
し

い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
選
手
に
と
っ
て
は
な
お

さ
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
以
外
に
は
、食
感
や

彩
り
、盛
り
付
け
も
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。疲

労
に
よ
り
、食
事
が
面
倒
に
な
る
時
で
も
、口
の
中
で
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
、ふ
ん
わ
り
、と
ろ
っ
、サ
ク
サ
ク
と
、リ
ズ

ム
が
異
な
れ
ば
食
べ
飽
き
ず
に
箸
が
進
み
ま
す
。五
味
を

基
に
し
た
味
付
け
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
同
様
で
す
。ま

た
、盛
り
付
け
は
料
理
写
真
の
よ
う
に
飾
る
よ
り
も
、て

い
ね
い
に
盛
り
付
け
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。な
ぜ

な
ら
、生
産
者
の
方
が
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
食
材
＝
選

手
の
体
に
な
る
大
切
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　
体
と
食
べ
物
を
つ
な
ぐ
発
想

　

選
手
の
食
の
環
境
を
整
え
る
際
に
重
要
な
こ
と
は
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
と
食
事
内
容
の
リ
ン
ク
で
す
。そ
の
理

由
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
ど
ん
な
体
を
作
る
の
か
と
い

う
目
的
が
あ
り
、そ
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
体
内

で
要
求
さ
れ
る（
消
費
さ
れ
る
）栄
養
素
に
差
異
が
あ
る

か
ら
で
す
。簡
単
に
表
現
す
る
と
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
意

識
す
る
こ
と
が
、筋
肉
な
の
か
、持
久
力
な
の
か
、ス
ピ
ー

ド
な
の
か
、と
い
う
こ
と
で
す
。試
合
前
に
筋
肉
の
中
に

い
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め
込
む
か
、ケ
ガ
を
し
た
時
に

早
く
治
す
か
な
ど
も
同
様
で
す
。

　

前
述
の
通
り
、私
の
仕
事
は
選
手
に
栄
養
の
知
識
を
伝

え
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、ど
う
や
っ
て
自
分
の
欲
し
い

体
を
自
ら
手
に
入
れ
て
、試
合
で
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
発
揮
し
て
も
ら
う
か
で
す
。そ
の
た
め
選
手
に
は
、

ま
ず
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
と
自
分
の
体
が
ど
の
よ
う
に

で
き
て
い
る
か
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
か

図１　丈夫な骨づくり
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図２　栄養学の基礎
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メダル獲得には食材の力が効果的になる

ら
始
ま
り
ま
す
。「
ヒ
ト
は
食
べ
物
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

る
」と
言
葉
で
は
知
っ
て
い
て
も
、ぼ
ん
や
り
と
イ
メ
ー
ジ

す
る
だ
け
の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

そ
こ
で
、例
え
ば
図
１
な
ど
を
使
い
、骨
が
で
き
る
仕

組
み
と
材
料
と
な
る
栄
養
素
の
解
説
を
し
ま
す
。そ
れ
に

よ
り
選
手
は
、骨
の
形
は
た
ん
ぱ
く
質
の
一
種
の
コ
ラ
ー

ゲ
ン
線
維
で
作
ら
れ
、カ
ル
シ
ウ
ム
を
中
心
と
し
た
ミ
ネ

ラ
ル
類
が
隙
間
を
埋
め
た
り
、周
囲
に
付
着
し
た
り
し
て

骨
密
度
が
高
く
な
る
と
同
時
に
硬
い
骨
と
な
り
、十
分
な

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
よ
り
、折
れ
た
り
欠
け
た
り
し
に
く
い
強

い
骨
と
な
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。身
長
を
伸
ば
そ
う
と
カ

ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
だ
け
を
意
識
し
て
も
伸
び
な
い（
カ
ル

シ
ウ
ム
が
主
に
関
係
す
る
の
は
骨
密
度
だ
か
ら
で
す
）こ

と
を
理
解
し
ま
す
。筋
肉
、神
経
伝
達
、血
液（
赤
血
球
）の

働
き
な
ど
も
同
様
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

栄
養
素
だ
け
の
話
で
は
、何
と
な
く
他
人
事
に
な
り
が

ち
で
す
が
、自
分
の
体
を
作
る
材
料
だ
と
知
れ
ば
、そ
こ

か
ら
は
自
分
事
で
す
。誰
か
に
管
理
や
監
視
を
さ
れ
、食

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
受
け
身
の
態
度
だ
っ
た
り
、単

に
空
腹
を
満
た
し
た
り
、好
き
な
も
の
だ
け
を
選
ん
だ
り

す
る
の
で
は
な
く
、食
べ
る
も
の（
食
材
）が
、自
分
の
体

を
作
り
上
げ
る
た
め
に
力
を
貸
し
て
く
れ
る
の
だ
と
感

じ
、自
発
的
に
食
事
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
に
与
え
る
食
材
の
力
を
知
る

　

今
は
情
報
社
会
で
、栄
養
素
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。新

し
い
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、「
疲
労
回
復
に
は
〇
〇
ビ
タ
ミ

ン
」な
ど
は
聞
き
覚
え
の
あ
る
表
現
で
す
。喜
ば
し
い
こ

と
で
す
が
、そ
の
栄
養
素
を
ど
う
食
べ
れ
ば
よ
い
の
か
分

か
ら
な
い
、と
い
っ
た
問
題
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、選
手
に
は
図
２
の
よ
う
な
栄
養
素
の
大
ま
か

な
働
き
と
栄
養
素
摂
取
の
た
め
の
食
材
の
選
び
方
を
中

心
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

選
手
が
運
動
を
す
る
際
に
、最
も
効
率
の
良
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
が
全
身
の
筋
肉
中
に
蓄
え
ら
れ
た
グ
リ
コ
ー
ゲ

ン（
貯
蔵
型
グ
ル
コ
ー
ス
）で
す
。動
き
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

り
、集
中
力
を
維
持
し
た
り
す
る
に
も
血
中
の
グ
ル
コ
ー

ス
を
使
い
ま
す
。

　

注
意
す
る
点
は
、炭
水
化
物
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。特
に
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
の
働
き
を
借
り
て
、は
じ
め
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
貯
蔵
さ
れ
、燃
焼
し
ま
す
。そ
の
た
め

精
製（
精
白
）さ
れ
た
も
の
ば
か
り
に
頼
る
と
炭
水
化
物

量
に
対
し
て
、そ
の
他
の
栄
養
素
が
足
り
ず
、燃
焼
し
き

れ
な
い
も
の
＝
余
り
が
生
じ
、無
駄
な
体
脂
肪
の
原
因
と

も
な
り
ま
す
。

　

最
近
は
、低
糖
質
や
ご
飯
抜
き
の
食
事
方
法
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、米
は
水
だ
け
で
調
理
が
で
き
、粒
状

の（
粉
状
で
は
な
い
）と
て
も
優
秀
な
炭
水
化
物
源
で
す

し
、何
よ
り
も
日
本
人
の
主
食
で
す
。そ
の
米
と
と
も
に

精
製
度
の
低
い
穀
類
や
、全
て
を
食
せ
る
大
豆
以
外
の
豆

類
、炭
水
化
物
の
多
い
野
菜
や
芋
類
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
上
手
な
炭
水
化
物
摂
取
の
方
法
で
す
。も
ち
ろ

ん
、精
製
度
の
低
い
米
や
玄
米
、発
芽
玄
米
の
利
用
も
良

い
と
思
い
ま
す（
表
１
）。

　

前
述
の
通
り
、骨
も
た
ん
ぱ
く
質
で
形
作
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
体
を
構
成
す
る
約
六
〇
兆
個
の
細
胞
の
一
つ
一

つ
が
た
ん
ぱ
く
質（
ア
ミ
ノ
酸
）を
主
な
材
料
と
す
る
こ

と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
を
作
る
に
は
二
〇
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
が

必
要
で
す
が
、体
内
で
合
成
で
き
る
ア
ミ
ノ
酸
は
約
半
分

の
一
一
種
類
で
、残
り
の
九
種
類
を
含
む
食
材（
他
の
生
き

物
）を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、二
〇
種
類
を
準
備
し
て

体
作
り
を
し
て
い
る
の
で
す
。そ
れ
が
、私
た
ち
が
た
ん

ぱ
く
質
を
含
む
食
品
を
食
べ
る
意
味
な
の
で
す
。

　

食
材
に
よ
っ
て
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
の
種
類
や
数
に

違
い
が
あ
る
の
で
、動
物
性
と
植
物
性
の
た
ん
ぱ
く
質
食

品（
大
豆
製
品
）を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
効
率
よ
く
ア

ミ
ノ
酸
の
摂
取
が
行
え
ま
す
。ま
た
、日
本
人
は
古
来
よ

り
大
豆
を
食
す
る
習
慣
が
あ
る
の
で
、大
豆
た
ん
ぱ
く
質

の
消
化
吸
収
も
上
手
で
す（
図
３
）。

　

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
は
そ
の
種
類
の
多
さ
か
ら
も
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
働
き
を
す
る
の
か
分
か
り
に
く
い
栄

養
素
だ
と
思
い
ま
す
が
、簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま
す
と
、

今
、存
在
す
る
体
を
調
子
よ
く
動
か
し
、出
来
上
が
っ
て

く
る
体
の
質
を
左
右
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
す
。例
え

ば
、目
は
視
神
経
に
十
分
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
あ
る
こ
と

で
上
手
に
焦
点
を
合
わ
せ
ら
れ
、ま
た
カ
ロ
テ
ン（
ビ
タ

ミ
ン
Ａ
）は
明
る
さ
を
感
知
し
調
整
し
ま
す
。こ
う
し
た

連
携
で
問
題
な
く
モ
ノ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。骨
で

あ
れ
ば
、カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
け
れ
ば
骨
密
度
の
高
い
骨
を

形
成
で
き
ま
す
。

　
野
菜
の
部
位
の
チ
カ
ラ
活
か
す

　

次
に
、選
手
た
ち
に
は
食
べ
物（
他
の
生
き
物
）が
体
の

一
部
と
な
る
際
に
必
要
な
も
の
、と
伝
え
て
い
ま
す
。単

に
米
や
肉
を
食
べ
て
も
、そ
れ
は
ヒ
ト
と
は
異
な
る
動
植

物
で
す
。そ
れ
ら
を
消
化
吸
収
し
、再
合
成
す
る
た
め
に

必
要
な
材
料
が
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
だ
か
ら
で
す
。そ

し
て
、特
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
は
全
て
が
関
係
し

合
っ
て
こ
そ
、体
内
で
効
率
よ
く
働
く
こ
と
も
伝
え
て
い

ま
す
。こ
の
大
切
な
栄
養
素
を
上
手
に
摂
取
す
る
方
法
が
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図
４
の
野
菜
の
食
べ
方
で
す
。

　

野
菜
は
旬
や
色
も
大
切
で
す
が
、一
食
中
で
、野
菜
の

部
位（
土
の
中
の
部
分
・
葉
や
花
の
部
分
・
実
の
部
分
）を

そ
ろ
え
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
二
つ
あ

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、ト
マ
ト
を
食
べ
る
と
い
っ
て
も
、そ
れ
は
、ト

マ
ト
の
実
の
部
分
で
す
。私
た
ち
は
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
も
、

ゴ
ボ
ウ
も
、最
も
食
に
適
し
た
部
分
だ
け
を
食
べ
て
い
る

の
で
す
。で
す
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て「
野
菜
の
か
た
ち
」を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、部
位
に
よ
っ
て
働
き
が
異
な
る
こ
と
も
注
目
す

べ
き
点
で
す
。土
の
下
の
部
分
は
土
と
水
の
中
に
だ
け
存

在
す
る
ミ
ネ
ラ
ル
類
に
触
れ
、栄
養
分
を
吸
い
上
げ
、そ
こ

か
ら
先
に
延
び
て
い
く
部
分
を
支
え
る
役
割
が
あ
り
ま

す
。光
が
当
た
ら
な
く
て
、や
や
ひ
ん
や
り
し
て
い
て
も
元

気
に
発
育
し
て
い
ま
す
。ま
た
、葉
の
部
分
は
光
合
成
を

行
い
、生
育
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
し
ま
す
。

　
東
京
五
輪
に
向
け
た
財
産

　

そ
し
て
、大
切
な
種
を
日
照
や
気
温
な
ど
周
り
の
環
境

の
変
化
か
ら
守
る
部
分
が
実
や
皮
で
す
。も
ち
ろ
ん
、働

き
の
異
な
る
部
位
に
よ
っ
て
含
ま
れ
る
主
な
栄
養
素
に

も
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、部
位
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
、

多
く
の
種
類
の
栄
養
素
を
摂
取
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
す
。野
菜
か
ら「
そ
の
部
位
の
チ
カ
ラ
」を
借
り
る
、

と
考
え
れ
ば
、状
況
に
合
わ
せ
て
自
分
が
ど
の
よ
う
な
も

の
を
食
べ
る
と
良
い
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
は
選
手
た
ち
も
活
用
し
て
い
て
、自
炊
や

ビ
ュ
ッ
フ
ェ（
バ
イ
キ
ン
グ
）ス
タ
イ
ル
の
食
事
を
す
る
時

に
、「
葉
の
野
菜
が
な
い
」と
か「
サ
ラ
ダ
に
は
入
ら
な
い

け
れ
ど
、炒
め
も
の
に
土
の
下
の
部
分
が
あ
る
か
ら
Ｏ

Ｋ
」と
か「
今
週
は
練
習
が
ハ
ー
ド
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か

か
り
そ
う
だ
か
ら
、実
の
野
菜
を
多
く
食
べ
て
お
こ
う
」

な
ど
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。実
際
に
、髙
橋
大
輔
さ

ん（
元
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
）は
、現
役
時
代
に
こ

の
組
み
合
わ
せ
を
利
用
し
て
、お
弁
当
の
お
か
ず
を
決
め

て
い
ま
し
た
。

　

前
述
の
三
つ
の
考
え
方
は
、私
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

担
当
チ
ー
ム
の
献
立
作
成
は
も
ち
ろ
ん
、海
外
の
試
合
や

合
宿
に
帯
同
し
て
実
際
に
調
理
を
す
る
時
に
も
、こ
の
方

法
で
あ
れ
ば
、ど
の
国
に
行
っ
て
も
季
節
を
問
わ
ず
現
地

の
食
材
で
準
備
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
は
、今
年
開
催
さ
れ
る
リ
オ
夏
季

五
輪
や
、二
〇
一
八
年
に
開
催
さ
れ
る
平ピ

ョ
ン

昌チ
ャ
ン

冬
季
五
輪
に

出
場
す
る
選
手
た
ち
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

で
す
。こ
の
二
つ
の
五
輪
の
先
に
二
〇
年
東
京
が
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。特
に
、同
じ
夏
季
五
輪
の
リ
オ
で
の
選

手
の
活
躍
や
経
験
が
、東
京
へ
向
け
て
の
財
産
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　

生
産
者
の
皆
さ
ん
が
育
て
あ
げ
た
食
材
で
、選
手
の
こ

れ
か
ら
の
体
は
作
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。私
は
、そ
の
大

切
な
食
材
を
使
い
、す
で
に
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
選

手
は
も
ち
ろ
ん
、成
長
過
程
に
あ
る
選
手
が
故
障
す
る
こ

と
な
く
健
全
に
進
化
す
る
よ
う
に
食
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

を
継
続
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、諸
外
国
の
皆
さ
ん
を
東
京
に
お
迎
え
し
た
時

に「
こ
ん
な
に
お
い
し
く
素
晴
ら
し
い
食
材
を
食
べ
て
い

る
か
ら
、日
本
人
選
手
は
活
躍
し
て
い
る
の
だ
な
」と

思
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

図３　たんぱく質の上手な取り方

図４　ビタミン・ミネラルの上手な取り方

Office LAC-U/proprietary and confidential

Office LAC-U/proprietary and confidential

1．野菜

たんぱく質は、アミノ酸の粒が長くつながって構成されている。
たんぱく質（食品）によって、アミノ酸の種類と数が違う。

動物性（肉・魚介・卵・乳製品）と植物性（大豆製品）の両方から取る。
1種類のたんぱく質食品では、取り込まれるアミノ酸の種類と数がかたよる。

たんぱく質は、いつでも必要とされる栄養素。
食事ごとに摂取すると、効率よく、体の中で使われる。

＊自分で補う習慣
＊おやつの工夫

2．常備食材

根・茎

小魚 他 雑 穀 海草類

ナッツ類 果物・ドライフルーツ

葉 実 非加熱 加 熱

たんぱく質とアミノ酸

たんぱく質の組み合わせ

量とタイミング

① 肉

朝 食

⑤ 大豆製品

補 食

② 魚介

昼 食

③ 卵

夕 食

④ 乳製品
動物性 植物性
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林
業
の
成
長
産
業
化
に
期
待

　
わ
が
国
の
国
土
面
積
の
約
七
割
は
森
林
で
あ
り
、戦
後
造

成
し
た
人
工
林
の
多
く
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中

で
、こ
れ
ら
の
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
、山
村
に
産
業
と

雇
用
を
生
み
出
す
林
業
の
成
長
産
業
化
に
は
、地
方
創
生
の

観
点
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す（
図
）。

　

林
業
の
成
長
産
業
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、川
下
で
木

材
需
要
を
し
っ
か
り
作
り
出
し
、そ
こ
に
国
産
材
を
安
定

的
に
供
給
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
一
般
的
に
木
材
は
、製
材
用
材
を
Ａ
材
、合
板
用
材
を

Ｂ
材
、パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
や
燃
料
用
向
け
の
材
を
Ｃ
材
あ

る
い
は
Ｄ
材
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、林
業
を
持
続
的
な
も

の
に
す
る
た
め
に
は
、森
林
所
有
者
へ
の
利
益
還
元
を

し
っ
か
り
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、材
価
が
一
番
高
い
Ａ

材
の
需
要
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、人
口
減
少
社
会
に
入
っ
た
わ
が
国
で
は
、Ａ

材
の
需
要
先
で
あ
る
住
宅
分
野
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
将
来

的
に
は
縮
小
す
る
と
見
通
さ
ざ
る
を
得
ず
、住
宅
分
野
に

代
わ
る
新
し
い
Ａ
材
の
需
要
先
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
国
は
、住
宅
以
外
の
建
築
物
の

木
造
・
木
質
化
を
進
め
る
た
め
、二
〇
一
〇
年
に「
公
共
建

築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

を
制
定
し
、ま
ず
は
公
共
建
築
物
か
ら
木
造
・
木
質
化
を

図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、二
〇

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

（
以
下
、東
京
五
輪
）の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

東
京
五
輪
の
競
技
会
場
や
選
手
村
な
ど
の
関
連
施
設

に
国
産
材
を
利
用
す
る
こ
と
は
、わ
が
国
の
木
の
伝
統
・

文
化
な
ど
日
本
ら
し
さ
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、全
国
各
地
の
木
材
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
日
本
全
体
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く

機
運
の
醸
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
国
立
競
技
場
は
木
材
利
用

　

ま
た
、東
京
五
輪
の
競
技
会
場
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
木

材
は
、量
的
に
は
多
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、木
材

の
良
さ
や
木
材
利
用
の
意
義
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会

と
考
え
て
お
り
、木
材
の
需
要
拡
大
の
観
点
か
ら
も
重
要

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「『
日
本
再
興
戦
略
』改

訂
二
〇
一
五
」で
は
、「
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
等
を
契
機
と
し
て
、木
材
利

用
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
」こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、一
〇
月
に
は
内
閣
官
房
を
事
務
局
と
し
て
、

施
設
整
備
主
体
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ

Ｃ
）、東
京
都
、公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
や
林
野
庁
、国
土

あ
の
敗
戦
か
ら
日
本
人
は
立
ち
上
が
り
、造
成
し
た
国
土
に
人
工
林
を
見
事
に
利
用

期
ま
で
育
て
上
げ
て
き
た
。言
う
ま
で
も
な
く
日
本
は
、木
の
文
化
で
あ
る
。私
た
ち

は
世
界
の
誇
る
木
造
建
築
物
を
復
権
す
る
東
京
五
輪
に
し
て
い
き
た
い
。そ
し
て
こ

の
こ
と
は
、均
衡
あ
る
国
土
づ
く
り
を
願
う
地
方
創
生
で
あ
る
。

木
造・木
質
化
が
東
京
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー
に
な
る

『
も
う
ひ
と
つ
の
東
京
五
輪
』を
語
る

林野庁林政部木材産業課 課長

小島 孝文  Takafumi Kojima

こじま たかふみ
1962年神奈川県生まれ。東京大学農学部卒業後、87年農林
水産省入省。屋久島森林管理署長、林野庁森林整備部計画
課首席森林計画官、施工企画調整室長を経て、2014年7月
より現職。
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『もうひとつの東京五輪』を語る

か
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
、海
の
森

水
上
競
技
場
と
共
に
内
装
の
木
質
化
の
方
向
が
打
ち
出

さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
が
整

備
す
る
仮
設
施
設
に
つ
い
て
は
、今
後
設
計
が
順
次
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
に
も
積
極
的
な

木
材
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
木
造
建
築
新
時
代
を
目
指
す

　

こ
の
よ
う
に
東
京
五
輪
で
は
、多
く
の
施
設
に
木
材
の

利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、木
材
の
供
給
に
つ
い
て

も
、ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
新
し
い
需
要
先
に
対
応
し
た
供
給
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、一
〇
年
後
、二
〇
年
後
に
、か
つ
て
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト・ジ
ャ
ン
グ
ル
と
言
わ
れ
た
都
会
に
、当
た

交
通
省
な
ど
関
係
省
庁
か
ら
な
る「
二
〇
二
〇
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
木

材
利
用
等
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」が
設
置
さ
れ
、

関
係
機
関
が
一
致
連
携
し
て
、東
京
五
輪
に
お
け
る
木
材

利
用
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
国
立
競
技
場
に
つ
い
て
は
、一
二
月
に
木
材（
ス
ギ
、

カ
ラ
マ
ツ
）と
鉄
骨
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の

屋
根
構
造
と
す
る
な
ど
木
材
を
多
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
を

提
案
し
た
事
業
者
が
選
定
さ
れ
、報
道
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
、新
し
い
木
材
利
用
に
つ
い
て
国
内
外

に
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す（
写
真
）。

ま
た
、東
京
都
が
整
備
す
る
恒
久
施
設
の
う
ち
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
会
場
と
な
る
有
明
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
は
、木
材

と
鉄
骨
を
組
み
合
わ
せ
た
屋
根
構
造
と
さ
れ
て
い
る
ほ

り
前
の
よ
う
に
木
造
・
木
質
化
さ
れ
た
建
物
が
立
っ
て
い

る
、そ
う
い
う
世
界
を
東
京
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー
に
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
般
、Ｃ
Ｌ
Ｔ（Cross Lam

inated T
im

ber

）に
関
す

る
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
告
示
が
公
布･

施
行
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
近
年
、一
般
流
通
材
を
活
用
し
た
設
計
法
の
工
夫

な
ど
に
よ
る
中・大
規
模
建
築
物
の
建
設
や
ゼ
ネ
コ
ン
各
社

に
よ
る
木
質
耐
火
部
材
の
開
発
な
ど
も
進
ん
で
お
り
、今

ま
さ
に
木
造
建
築
の
新
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
と
し
て
も
、東
京
五
輪
の
各
施
設
に
木
材
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
、各
整
備
主
体
へ
の
働
き
掛
け
に
努
め
る

と
と
も
に
、必
要
と
な
る
国
産
材
の
供
給
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
み
、関
係
す
る
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
、木
造
建
築
の

新
時
代
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

図　国内の森林資源は利用期

資料：国土交通省「2013
年度土地に関する
動向」（2012年の
数値）

資料：林野庁「森林資源の現況」
注：齢級とは、森林の林齢を5年の幅でくくった単位。人工林は苗木を植裁した年を1年生

とし、1～5年生を「1齢級」、6～10年生を「2齢級」と数える。

写真：大成建設・梓設計・隈研吾建築都市設計事務所JV作成／JSC提供
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